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四． 二．

問
題
用
紙
は
「
十
一
枚
」

「
専
門
科
目
・
共
通
」
に
つ
い
て
は
、

「
専
門
科
目
・
選
択
」

「
共
通
一
」

「
共
通
二
」
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
解
答
用
紙
を
用
い
る
こ
と
。

二
0
二
五
年
度

解
答
上
の
注
意

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
入
学
試
験
問
題

①
「
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す

べ
き
問
題
」
（
選
択
一

S
選
択
八
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該

解
答
は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

（
共
通
一

S
共
通
二
）
は
、
志
願
郵
i
全
員
が
錮
函
ユ
9
る
問
題
で
す
。

「
専
門
科
目
・
共
通
」
と
も
に
、
解
答
用
紙
は
「
問
題
番
号
」
ご
と
に
一
枚
ず
つ
使
用
す
る
こ
と
。

全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名
・
研
究
指
導
名
・
指
導
教
員
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

・
「
専
門
科
目
・
選
択
」
に
つ
い
て
は
、
空
欄
に
「
問
題
番
号
」

こ
と
。

（
例
「
選
択
一
」

「
選
択
二
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る

三
解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、
は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

（
本
ペ
ー
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は
「
三
枚
」
で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と
。

国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 日 国 国
志

文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 本 語 語
研願た子 A 子 巫子 た子 乎子 乎子 乎子 p 子 ｝ 子 た子 語 科 科 票
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究 究 究 究 究 究 究 究 究 究 研 ＝ 自 育 指'-

指 指 指 指 指 指 指 指 指 指 究 研 研 導記

導 導 導 導 導 道t J 導 導 導 導 指 究 究 名入

導 指 指
し

導 導
た

和 五 金 内 天 田 海 福 新 松 松 菊 幸
指志
導願

田 味 井 山 野 渕 野 家 美 本 木 野 田 百示

渕
希 | .,.. 
望し

敦 景 精 聡 句 圭 俊 哲 直 正 雅 国 教記
彦 典 子 也 美 介 幸 彦 樹 恵 之 広 員入

嗣 子 名し一

た

選 選 選 選 選 選 選 選
択 択 択 択 択 択 択 択
J¥ 七 I＇ ヽ 五 四

近 中 古 古 古 古 日 国
代 国 典 典 典 典 本 語
文 古 文 文 文 文 語 教
た子 典 乎子 ｝ 子 A 子 ｝ 子 ｝ 子 コ自

文

＾ 
-, 

｝ 子 w m II I 日 専
本 解門

近 中 中 上 語 答科

世 世 古 代 教 す目
文 文 文 文 云自

ベ

き盪A 子 ｝ 子 ｝ 子 A 子 を
己ヽ 問択

、む-., 
題L.....

で

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

一
．
国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

6
0
%
)
と
〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

〔
専
門
科
目
〕

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

（
配
点

4
0
%
)
と

以
上

ー



r-~ 
5'd --‘

 
べ
な
さ
い
。

教
員
が
行
う
教
材
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
教
材
（
作
品
）
を
取
り
上
げ
た
上
て
、
多
角
的
に
述

z
 

M

西
尾
実
と
時
枝
誠
記
に
よ
る
文
学
教
育
・
言
語
教
育
論
争

L
 

k
 

J
 

ー

二
、
次
の
I
ー

N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

G
 

A
 

益
田
勝
実
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

学
習
指
導
要
領
国
語
編
試
案
（
昭
和
二
十
二
年
）
の
性
格
や
特
徴

高
校
国
語
科
選
択
科
目
「
文
学
国
語
」
と
「
論
理
国
語
」
の
性
格

全
国
学
カ
・
学
習
状
況
調
査

P
I
S
A
型
読
解
力
の
特
徴

「
読
む
こ
と
」
に
お
け
る
精
査
・
解
釈

E

指
導
と
評
価
の
一
体
化

C

大
村
は
ま

「
情
報
の
扱
い
方
」
に
関
す
る
事
項

選
択

門

し

国
語
教
育

゜

9, 9 ,  9 

H
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

F

学
習
過
程
の
明
確
化

D

伝
統
的
な
言
語
文
化

B

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
「
国
語
」

一
、
次
の
A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

戸

語

育

士

゜

生

9 9 9 

-

大

学

大

学

にー乙l

2
 



三
日
本
語
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
・
分
野
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
研
究
方
法
や
隣
接
領

域
に
も
触
れ
、
日
本
語
学
研
究
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
論
じ
な
さ
い
。

u'U 
ONM  GDA  

次
の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

（
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

J
 

日
本
語
書
記
法
の
歴
史
と
問
題
点
に
つ
い
て

古
代
語
か
ら
現
代
語
へ
の
、
日
本
語
動
詞
の
活
用
体
系
の
変
遷
に
つ
い
て

国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
に
お
け
る
文
法
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

役
割
語

宣
命
体

形
態
素

新
方
言

B

テ
ン
ス

E

四
つ
仮
名

H

語
種

k

謙
譲
語

L
 

ー F C 

松
下
大
三
郎

『
和
名
類
棗
抄
』

不
変
化
助
動
詞

コ
ー
ス
・
デ
ザ
イ
ン

二
0

ニ
〔
選
択
二
〕

次
の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

（
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

日
本
語
学

゜

[-

戸―`

程

゜

学

年

大
学
大
学
院

学

に-4

3
 



(

E

)

磐
姫
皇
后

(

I

)

黄
泉
国

(

F

)

柿
本
人
麻
呂

(
J
)
倭
武
天
皇

(

G

)

歌
垣

(

H

)

国
見
歌

(

K

)

ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
型
神
話

〔
選
択
三
〕

古
典
文
学
(

I

)

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の
(

A

)

S

(

D

)

の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

(

A

)

『
古
事
記
』
の
表
記
体
（
文
体
）

(

B

)

記
紀
神
話

(

C

)

「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」

(

D

)

『
万
葉
集
』
の
三
大
部
立

二
、
次
の
(

E

)

S

(

K

)

の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
程
度
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
史
を
踏
ま
え
、
そ
の
国
語
科
教
材
と
し
て
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔

に
（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）

『--J

門
科
目
。

l---' 

『―`

育

゜

9 9 

-
9, 

-

し一

4
 



三、 二、
ヽ r 

1,---d 

次
の
(

A

)

S

(

D

)

の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(

A

)

平
安
時
代
の
仮
名
日
記
と
家
集
と
の
関
係

(

B

)

『
枕
草
子
』
の
特
質

(

C

)

紫
式
部
の
出
仕
と
『
源
氏
物
語
』
の
成
立

(

D

)

『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

次
の
(

E

)

S

(

M

)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(

E

)

『
筵
物
語
』

(

F

)

『
伊
勢
集
』

(

G

)

『
狭
衣
物
語
』

(

H

)

『
大
鏡
』

(

I

)

『
蜻
蛉
日
記
』
(
J
)
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』

(

K

)

藤
原
定
子

(

L

)

伝
承
世
界
と
平
安
時
代
の
物
語

(

M

)

平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
女
房
の
役
割

中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

選

択

四

〕
古
典
文
学
(

I

I

)

中
古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

゜
択

]

『―`

゜

二
0

ニ

大

に一

[

l

っ



⑩ 

道

成

寺

縁

起

⑨

職

人

歌

合

⑧

徒

然

草

⑦

と

は

ず

が

た

り

⑥
 

和

歌

知

顕

集

⑤

撰

集

抄

④

毎

月

抄

③
 

物

語

二

百

番

歌

合

② 

今

昔

物

語

集

古

来

風

体

抄

①
 

二
、

次

の

①

S
⑩

の

中

か

ら

ヨ

呵

i

を

選

択

し

て

、

⑧

文

学

研

究

と

書

誌

学

研

究

に

つ

い

て

簡

潔

に

説

明

し

な

さ

い

。

⑦

幼

学

書

と

中

世

の

学

問

に

つ

い

て

⑥

古

今

伝

受

と

中

世

の

古

典

学

・

古

典

注

釈

に

つ

い

て

⑤
絵
巻
•
お
伽
草
紙
等
の
絵
の
あ
る
文
学
に
つ
い
て

④

中

世

に

お

け

る

物

語

享

受

に

つ

い

て

③

勅

撰

和

歌

集

と

歌

道

家

に

つ

い

て

② 

記

の

生

成

と

展

開

に

つ

い

て

①

説

話

文

学

の

生

成

と

展

開

に

つ

い

て

ヽ

次
の
①

S

⑧
の
中
か
ら
コ
呵
〗
を
選
択
し
て
、

詳

し

く

論

述

し

な

さ

い

。

※

解

答

に

際

し

て

は

選

択

し

た

問

題

番

号

を

明

記

す

る

こ

と

。

〔
選
択
五
〕

古

典

文

学

(

m

)

 

中

世

文

学

r― 「 ―.u

門

゜
択
, 9 9 ,  

戸―`

専

゜

二
0
二
五

度

早

学
大
学

~ 

学
研
究

も



三
、
近
世
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）

考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① ヽ
④ ③ ② ① 一

、
次
の
①
ー
④
の
中
か
ら
二
題
を
選
択
し
て
、

の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

近
世
期
に
お
け
る
書
籍
の
出
版
・
流
通
に
つ
い
て

近
世
期
に
お
け
る
政
治
改
革
と
文
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

近
世
期
に
お
け
る
雅
文
学
と
俗
文
学
に
つ
い
て

近
世
期
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
変
遷
に
つ
い
て

次
の
①
ー
⑦
の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
、
文
学
史
的
な
視
座
か
ら
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用

紙
五
行
以
内
）
説
明
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

徳
川
光
園

赤
穂
事
件

『
に
ひ
ま
な
び
』

江
戸
堂
上
派
武
家
歌
壇

天
明
の
京
都
大
火

『
春
雨
物
語
』

『
椿
説
弓
張
月
』

〔
選
択
六
〕

u'd 

古
典
文
学
(

W

)

門
科
目
。

近
世
文
学

,9,  

文
学
史
的
な
視
座
か
ら
詳
し
く
論
述
し
な
さ
い
。
解
答

『―`

攻

】

。
外
国
学
生
入
学
試

二
0

ニ

度

早

大
学
大
学
院

学

•
Eーー



(

A

)

毛
伝
鄭
箋

(

E

)

郊
寒
島
痩

(

I

)

『
柳
斎
志
異
』

〔
選
択
七
〕

次
の
文
は
、
北
宋
・
欧
陽
脩
「
秋
声
賦
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

歌
陽
子
方
夜
讀
書
、
聞
有
臀
自
西
南
束
者
。
棟
然
而
聴
之
日
、
「
異
哉
。
初
浙
證
以
蓋
颯
、

忽
奔
騰
而
秤
拝
。
．
如
波
濤
夜
驚
、
風
雨
螺
至
。
其
鯛
於
物
也
、
縦
縦
鉾
鉾
、
金
鐵
皆
鳴
。
又
如

①
 

赴
敵
之
兵
、
衡
枚
疾
走
、
不
聞
琥
令
、
但
聞
人
馬
之
行
臀
」
。
予
謂
童
子
、
「
此
何
整
也
。
汝
出

視
之
」
。
童
子
日
、
「
星
月
餃
潔
、
明
河
在
天
。
四
無
人
臀
、
戸
在
樹
間
」
。
予
日
、
「
瞳
嗜
、
悲

哉
。
此
秋
整
也
。
胡
為
而
束
哉
」
。
蓋
夫
秋
之
為
欣
也
、
其
色
惨
潅
、
煙
霜
雲
倣
。
其
容
清
明
、

天
高
日
晶
゜
其
氣
慄
冽
、
貶
人
肌
骨
。
其
意
蕪
條
、
山
川
寂
蓼
。
故
其
為
整
也
、
凄
凄
切
切
、

呼
琥
憤
骰
。
豊
草
緑
網
而
争
茂
、
佳
木
葱
籠
而
可
悦
。
草
彿
之
而
色
髪
、
木
遭
之
而
葉
脱
。
其

②
ー
_

所
以
推
敗
零
落
者
、
乃
其
一
氣
之
餘
烈
。
…
中
略
…
嵯
平
、
草
木
無
情
、
有
時
瓢
零
。
人

為
動
物
、
惟
物
之
璽
。
百
憂
感
其
心
、
萬
事
努
其
形
。
有
動
於
中
、
必
揺
其
精
。
而
況
思
其
力

之
所
不
及
、
憂
其
智
之
所
不
能
。
宜
其
渥
然
丹
者
為
稿
木
、
幣
然
黒
者
為
星
星
。
奈
何
以
非
金

石
之
質
、
欲
典
草
木
而
争
榮
。
念
誰
総
之
肢
賊
、
亦
何
恨
乎
秋
整
。
c副
刊
叫
祠
叫
郵
躙
岡
國
d

但
聞
四
壁
晶
整
卿
卿
、
如
助
予
之
歎
息
。

口

〔
設
問
一
〕
傍
線
①
「
予
謂
…
…
束
哉
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
二
〕
傍
線
②
「
其
所
…
…
餘
烈
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
三
〕
傍
線
③
「
童
子
…
…
歎
息
」
に
つ
い
て
、

2
．
⑱
二
つ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

A
書
き
下
し
文
、
も
し
く
は
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
耕
音
）
表
記
に
改
め
よ
。

⑱
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
四
〕
右
の
文
は
、
「
賦
」
と
い
う
文
体
で
あ
る
。
こ
の
文
体
の
特
徴
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。

戸
次
の
ア
く
、
オ
の
中
か
ら
一
っ
を
選
択
し
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

を
記
し
な
さ
い
。

ア
古
体
詩
と
近
体
詩
の
相
違
に
つ
い
て

イ
詩
と
詞
の
相
違
に
つ
い
て

ウ
文
言
小
説
と
白
話
小
説
の
相
違
に
つ
い
て

エ
「
漢
文
」
が
「
国
語
」
に
含
ま
れ
る
理
由
に
つ
い
て

オ
日
本
漢
詩
文
の
、
国
語
教
材
と
し
て
の
意
味
に
つ
い
て

戸

次

の

(

A

)

S

(

J
)
の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

に
説
明
し
な
さ
い
。

k u 
＇ 

(

B

)

曹
杢
「
典
論
論
文
」

(

C

)

子
不
語
怪
力
乱
神

(

D

)

王
孟
章
柳

(

F

)

韓
柳
の
文

(

G

)

蘇
黄

(

H

)

苑
成
大
「
四
時
田
園
雑
興
」

(
J
)
『
儒
林
外
史
』

中
国
古
典
文
学
問
題 。

選

9,  

『

゜

-
9 9 9 9 

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学

~ 
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(

A

)

「
高
野
聖
」

(

D

)

宮
本
百
合
子

(

G

)

第
三
の
新
人

(

B

)

「
生
活
の
探
求
」

(

E

)

『
種
蒔
く
人
』

(

C

)

永
井
荷
風

(

F

)

『
新
青
年
』

次
の

(

A

)

 

‘、’

(

G

)

 

の

中

か

ら

三

題

を

選

択

説

明

し

な

さ

い

。

（
「
一
な
作
品
名
、
『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

.

.

(

E

)

 

(

A

)

家
庭
小
説
に
つ
い
て

(

B

)

近
代
文
学
と
大
逆
事
件
に
つ
い
て

(

C

)

農
民
文
学
に
つ
い
て

(

D

)

「
宣
言
一
っ
」
論
争
に
つ
い
て

(

E

)

構
造
主
義
と
文
学
研
究
に
つ
い
て

次
の

(

A

)

 

の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
て
論
じ
な
さ
い
。

日
本
の
近
代
文
学

と
戦
争
と
い
う
観
点
か
ら
、

あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

[
選
択
八

近
代
文
学
]

『→

゜

し

『―`

。
外

二
0
二
五
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問 問

国
語
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
、

〖
共
通
一
r→ 

本
文
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、

そ
も
そ
文
論
理
体
系
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
人
々
が
実
際
に
持
つ
意
識
構
造
と
は
、
区
別
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
公
的
に
掲

げ
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
実
際
の
人
々
の
意
識
と
の
間
に
は
ズ
ビ
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

あ
る
個
人
の
意
識
構
造
に
及
ぽ
す
具
体
的
作
用
や
、
一
人
の
個
人
の
中
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
実
際
の
彼
の
行
為
と
が
ど
う
か
か
わ
っ
た
か
に

つ

い

て

ほ

・

、

本

来

綿

密

に

検

討

さ

れ

な

け

れ

ぽ

な

ら

な

い

。

'

[

従
来
、
〈
天
皇
制
と
教
育
〉
と
い
う
テ
ー
マ
で
論
じ
て
き
た
も
の
や
近
代
日
本
人
の
価
値
観
を
論
じ
て
き
た
も
の
の
多
く
は
、
こ
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
意
識
と
を
「
内
面
化
」
（
あ
る
い
ほ
「
注
入
」
）
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
つ
な
い
で
き
た
。
概
略
的
に
述
ぺ
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の

よ
う
に
な
る
。

①
あ
る
体
系
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
近
代
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
支
配
者
集
団
や
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の
統
合
を
ね
ら
い
と
し
て
き
わ
め
て
政
治
的
に
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
民
衆
の
日
常

的
な
秩
序
意
識
を
吸
い
上
げ
て
い
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
。

②
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
学
校
や
軍
隊
そ
の
他
の
社
会
制
度
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
し
て
教
え
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

③
そ
う
し
た
教
え
込
み
の
結
果
、
人
々
は
そ
れ
を
内
面
化
し
、
彼
ら
の
意
識
の
中
核
を
形
づ
く
っ
た
。

④
内
面
化
さ
れ
、
彼
ら
の
意
識
構
造
の
中
核
に
据
え
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
人
々
の
行
動
の
基
本
的
な
方
向
を
規
定
し
て
い
っ
た
。

「
内
面
化
」
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
意
識
と
を
つ
な
ぐ
も
の
と
想
定
し
た
こ
の
よ
う
な
図
式
が
、
戦
前
。
戦
中
期
の
人
々
の
行
動
を
説
明
す

る
た
め
の
、
い
わ
ば
歴
史
叙
述
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

．
ヽ
、
、
、
、
、

•
7
.
].. 

、
、
、
、

か
の
丸
山
真
男
は
、
「
超
国
家
主
義
の
思
想
構
造
乃
至
心
理
的
基
盤
の
分
析
」
と
い
う
よ
う
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
社
会
心
理
を
区
別
せ
ず

に
議
論
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
彼
の
ニ
リ
ー
ト
主
義
的
な
枠
組
み
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、
イ
ン
テ
リ

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
内
面
化
す
る
度
合
い
が
少
な
か
っ
た
が
、
一
般
大
衆
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
そ
の
ま
ま
内
面
化
し
た
、
と
い
う
像
を
描
い

て
い
る
。こ

の
本
文
の
ね
ら
い
を
二
十
字
以
内
の
言
葉
で
示
し
て
下
さ
い
。

b d 
＇ 

-

目
。

（
広
田
照
幸
『
陸
軍
将
校
の
教

後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
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問
七

問
八

問
九

問
一

問
二

問
三

問
四

問
五

問
六 [

共
通
二
]

次
の
本
文
は
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
一
節
で
あ
る
。
中
納
言
が
唐
の
蜀
山
に
隠
棲
す
る
唐
后
の
父
大

臣
と
対
面
す
る
。
本
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。

あ
る
じ
の
大
臣
、
か
く
人
お
は
し
た
る
と
聞
き
お
ど
ろ
き
て
、
い
み
じ
う

a
t
i
と
思
ひ
わ
た
る

人
な
れ
ど
、
山
深
き
住
ま
ひ
、
そ
の
こ
と
と
な
く
て
は
、

b
何
に
つ
け
て
か
立
ち
寄
り
給
は
む
と
、
口
惜

し
う
思
ひ
わ
た
り
つ
る
に
、
よ
ろ
こ
び
な
が
ら
、
「
こ
な
た
に
」
と
御
消
息
あ
り
。
五
十
余
ば
か
り
に
て
、

い
と
清
げ
な
る
人
な
り
け
り
。
中
納
言
を
見
る
よ
り
、
ほ
ろ
ほ
ろ
と
う
ち
泣
き
て
、
わ
れ
、
む
か
し
日
本

に
渡
り
て
、
年
経
し
あ
り
さ
ま
な
ど
、
こ
ま
か
に
語
り
給
ふ
。
こ
れ
は
す
べ
て
、
い
さ
さ
か

c

li

世
の
人
と
お
ぼ
え
ず
、
た
だ
わ
が
世
の
人
に
た
が
ふ
こ
と
な
し
。
も
の
言
ひ
あ
り
さ
ま
も
世
の
つ
ね
な
れ

ば
、
な
つ
か
し
く
お
ぼ
え
て
、
物
語
り
こ
ま
や
か
に
し
給
ふ
に
、
う
ち
解
け
、
こ
の
后
の
御
母
に
別
れ
し

ほ
ど
の
こ
と
な
ど
、
語
り
出
で
た
る
ま
ま
に
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
り
。
遊
び
し
文
作
り
な
ど
し
て
、
明

け
ぬ
れ
ば
帰
り
給
ふ
を
、
あ
か
ず
い
み
じ
と
お
ぼ
せ
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

朝
ぼ
ら
け
の
山
か
げ
、
木
暗
く
霧
り
わ
た
る
に
、
后
の
御
方
の
妻
戸
押
し
あ
け
て
、
か
町
し
う
る
は
し
く
、

例
の
絵
に
描
き
た
る
や
う
な
る
人
々
、
さ
し
出
で
て
見
送
る
に
、
立
ち
か
へ
り
や
す
ら
ひ
つ
つ
、

A
朝
霧
の
峰
に
も
尾
に
も
立
ち
こ
め
て
d
帰
ら
む
か
た
も
え
こ
そ
知
ら
れ
ね

と
の
た
ま
へ
ば

B
尾
に
立
つ
や
山
の
峡
な
る
朝
霧
の
晴
れ
ず
は
し
ば
し
立
ち
と
ま
れ
か
し

と
答
へ
た
る
も
、
見
し
世
に
は
変
ら
ず
。
こ
の
大
臣
の
、
日
本
の
人
に
馴
れ
、
母
宮
も
か
の
世
の
人
な
り

け
る
ゆ
ゑ
に
、

e
こ
の
后
の
御
あ
た
り
の
人
は
か
か
る
な
ん
め
り
。
一
の
大
臣
の
あ
り
さ
ま
、
人
々
の

も
の
言
ひ
し
な
ん
ど
は
、
見
も
知
ら
ず
、
ま
こ
と
に
あ
ら
ぬ
世
と
こ
そ
お
ぼ
え
し
か
、
と
思
ひ
合
は
す
る

に
、
つ
ひ
に
ゆ
く
へ
も
知
ら
ず
、
思
ひ
な
げ
か
す
る
人
の
け
は
ひ
、
あ
り
さ
ま
、
そ
の
国
の
人
こ
そ
ま
た

か
う
は
あ
り
f
t
i
、
こ
の
大
臣
の
へ
ん
の
人
に
や
あ
り
け
む
、
こ
と
人
は
か
か
ら
g
r
l
h

ti

を
、
な
ど
、

u d 

9,  

9 ,  

ィ

つ
く
づ
く
と
思
へ
ど
も
、
た
づ
ね
あ
ふ
べ
き
か
た
も
な
き
ま
ま
に
、
移
り

C

□し
み
し
恋

の
衣
ひ
き
か
け
つ
つ
、

な
か
な
か
に
わ
が
身
に
し
む
も
わ
び
し
き
に
な
に
と
ど
ま
れ
る
に
ほ
ひ
な
る
ら
む

傍
線
部

a
は
、
こ
の
場
面
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
、
記
せ
。

傍
線
部

b
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

傍
線
部

C

は
具
体
的
に
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
記
せ
。

傍
線
部

d
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

傍
線
部

e
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
説
明
せ
よ
。

和
歌

A
、
和
歌

B
を
詠
ん
だ
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
。
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
。
な
お
、
同
じ

選
択
肢
を
繰
り
返
し
選
ん
で
も
よ
い
。

イ

大

臣

口

中

納

言

ハ

后

二

后

の

御

母

ホ

例

の

絵

に

描

き

た

る

や

う

な

る

人

々

傍
線
部
f
‘
g
、

h
の
助
動
詞
の
終
止
形
と
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
記
せ
。

空
欄

C
に
は
漢
字
一
字
が
入
る
。
そ
の
一
字
を
記
せ
。

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
作
者
は
、
憧
れ
の
『
源
氏
物
語
』
を
入
手
し
た
場
面
で
有
名
な
、
あ
る

日
記
文
学
の
作
者
と
同
じ
と
す
る
学
説
が
あ
る
。
そ
の
作
者
の
名
前
を
次
の
選
択
肢
か
ら
選
べ
。

藤

原

定

家

口

藤

原

道

綱

母

＾

赤

染

衛

門

二

菅

原

孝

標

女

ホ

藤

原

長

子

゜
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研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
土
課
程

【
国
語
教
育
専
攻
】

I i I 

11 

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

大学記入欄

二
0
二
五
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
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面
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す
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合
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す
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